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あらまし 情報推薦システムにおいて，ユーザの趣向情報の考慮だけでなく，世の中の流行や動向などのトレンドを

考慮することは重要である．このようなトレンドを考慮した推薦は，従来にも存在するが，単なる売れ筋商品を推薦

するなど，単純なものが多い．トレンドを考慮した推薦において，トレンドの影響を受けるグループの大きさは，そ

の話題やトピックなどの違いによって粒度が様々に異なってくるため，その粒度の大きさを推定することが必要とな

る．そこで，我々は，トレンド分析とその影響を及ぼす対象グループ粒度推定の両方を考慮した情報推薦システムの

提案とシステム構築に向けた検討を行う．この際に最も大きな影響を受けると思われるグループを決定することによ

り，グループに関連する語を特定し，トレンドとグループとの意外な関連の発見を行うことも検討する．
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Abstract It is very useful to consider not only user profile analysis but also trend analysis in order to develop

an effective recommender system. Though there are some conventional recommender systems using trend analysis,

most of them are very simple. For example, they recommend an item that is hot-selling product. We believe that

it is important for recommender system using trend analysis to estimate a group granularity which is much affected

by a trend, because the group granularity is closely-linked to a target group granularity for recommendation. In this

paper, we propose a method for recommender system using trend analysis and estimate a target group granularity

for recommendation. We adopt consumer generated media to discover trend information of general public.
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1. は じ め に

近年，世の中は多種多様なメディアから発信される膨大な量

の情報で溢れている．この状況において，情報推薦システムは，

ユーザが必要な情報を取捨選択する際に，非常に重要な役割を

担っていると考えられる．しかし，従来の技術では，人気によ

るコンテンツ推薦，例えば商品の販売データに基づいた売れ筋

商品の推薦や, ユーザのプロフィール情報の分析に基づくユー

ザの趣向に合わせた推薦にとどまっている．

一方，情報推薦システムにおけるユーザの満足度は，ユーザ

の趣向やプロフィール情報などので静的な主観的情報だけでな

く，世間の流行や潮流などの動的な客観的情報にも左右される

と考えられる．そこで，我々は世間の流行や潮流などといった

トレンド情報の分析に基づいた情報推薦システムの提案を行う．

本研究の技術的な課題は次の 2点である．

（ 1） トレンド検知における情報源および手法の検討

（ 2） 取得したトレンド情報と関連が深いユーザグループの

特定および関連の深い推薦対象コンテンツの特定



既に我々は [1] にて，本手法のコンセプトと共に，トレンド

の定義や抽出，分類方法について議論を行っており，上記 1つ

目の課題である，トレンド検知における情報源および手法に関

する基本概念については検討済みである．

そこで本稿では，主に 2 つ目の課題について手法の提案と

システム構築に向けた検討を行う．特に，推薦対象ユーザの興

味を表現する語に着目し，ニュース記事，および CGMを分析

することで, 被推薦者に対してふさわしいグループの粒度の推

定を行う．この粒度とは，ユーザにとって推薦することが有効

であると考えられるグループの範囲を意味する．また，この場

合のグループとは，同じ地域に住んでいるような人々の，地域

コミュニティなどとは異なり，同じ趣向や目的を持つ集団を指

す．本稿では，就職情報の推薦を想定しているため，これらの

グループは，業種名と職種名とその他のキーワードによって表

現される．そして，業種名，職種名を表す語の候補は，システ

ム側であらかじめ用意しておく．例えば，食品業，鉄鋼業，建

築業，出版業界などが業種に関連する語であり，さらに営業，

開発，研究などといった語が職種に関連する語である．ユーザ

の対象グループは，“食品業”“開発”“バイオ”というように

表現される．このような興味・観点を抽出することで，従来は

見えにくかった異業種志望者同士の関連が，観点の類似に着目

することで見えやすくなり，異業種志望者であっても，観点が

類似するユーザの情報を推薦することが可能となる．

以下,本稿の構成を示す．まず 2節では，本研究の概要と関

連研究について説明する．3節では，本研究におけるトレンド

の位置づけとトレンド情報の検知方法について説明する．4節

では，対象グループの粒度推定について説明する．最後に，5

節でまとめと今後の課題を述べる．

2. 本研究の概要と関連研究

2. 1 本研究の概要

1節でも述べた通り，本研究は，特に就職情報の推薦に焦点

を当てている．就職情報の推薦とは，就職情報サイトで行われ

ている就職活動を行っている学生を対象とした業種・企業情報

推薦のことである．これらの推薦には，被推薦者 (以下，ユー

ザと記す)のプロフィール情報や趣向情報を利用した類似ユー

ザの志望状況を基にして行われている．しかし，ユーザの趣向

情報や，業種・企業に対して持っているブランドイメージなど

の主観的な情報だけを用いて推薦する業種・企業を判断するこ

とは，必ずしも有用であるとは言えない．それは，ユーザ以外

の視点からの客観的な情報，例えば，世の中の景気・動向や，

世間一般の人々の業種・企業への評判など，その時々により変

化する情報 (以下トレンド情報と記す) を利用することが必要

であると考えられるからである．

加えて，ユーザに対して適切な粒度の情報を推薦すること

も重要である．例えば，同じ自動車業界を志望しているユー

ザであっても，その中には，自動車の開発に興味があるユーザ

や営業に興味があるユーザ，さらには車の部品であるサスペン

ションやモーターに特に強い関心を持っているなど様々な観点

を持っている．これらのユーザをまとめて自動車業界志望者と

して，推薦内容を一様にすることは適切ではない．そのため，

ユーザにとって適切なグループの粒度を推定することが重要で

あり，グループの粒度を推定することでユーザの満足度はさら

に高まると考えられる．

このように，トレンド情報を考慮することと，ユーザにとっ

て適切なドメインの粒度を推定することにより，特定グループ

における限定されたトレンド情報を活用した情報推薦システム

の提案を行う．

本システムで対象とするユーザは，就職活動を行っている学

生であり，就職情報サイトへ登録を行っていることを前提とす

る．これは，ユーザの志望業種や興味のある企業のブックマー

クの状況を把握するためである．
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図 1 入出力の例

以下，本システムの入出力の流れを説明する．まず，入力情

報は，ユーザが就職情報サイトへのユーザ登録を行った際に登

録した志望業種名である．システムは，入力された業種と関連

の強いニュース記事を 10件出力する．出力されたニュース記

事には，記事内容を示すキーワードが 3 つ記されている．こ

のキーワードを本研究では候補タグと定義しているが，詳しく

は，4節で述べる．ユーザは，出力された記事の中で，気にな

るニュースを閲覧することが出来，閲覧した記事に対してふさ

わしいと思うキーワードを選択する．この際，選択されたキー

ワードと閲覧したニュース記事の情報をユーザの観点を表す語

として，利用者毎にリストへ保管しておく．そして，リスト内

に含まれる語を分析し，ユーザの興味の範囲や観点を抽出し，

ユーザの対象グループ粒度を推定し，最終的に推薦する企業名

を決定する．

また，本研究では，単にユーザにとって関連性が高い企業名

の発見だけでなく，特定のグループから支持されている企業名

の早期発見や，ユーザの視野に入っていない企業の発見を行う

ことも目的とする．このような検知を行うことで，“世間一般

では関心が低いが，特定業種を志望する学生の関心が高い穴場

企業の発見”や,“被推薦者自身は発見出来ていないが，ユー

ザの観点と合致する企業”を発見することも可能になる．

本研究は,大きく分けて 3つの段階に分かれている.

（ 1） コンテンツ推薦に必要なトレンド情報の抽出

（ 2） 対象となるグループの粒度推定



（ 3） トレンドと対象グループ粒度推定に基づく推薦コンテ

ンツの決定

これらの各段階に関する詳細な説明は，3，4節にて行う．

2. 2 関 連 研 究

2. 2. 1 トレンドに関する研究

トレンド情報の抽出や，今後のトレンド予測を行う研究とし

て，[2] [3] [4] [5] などが挙げられる．長谷川ら [2] は，ニュース

記事などのような時刻印が付与された文書を時系列文書と捉

え，大量の時系列文書の中から，着目した時期における主要な

トピックや，トピックのつながりから見えてくる大きなトレン

ドの流れを可視化することシステムを構築している．この研究

では，新規性に基づく時系列文書のクラスタリング手法が取り

入れられており，影響力の逓減モデルが提案されている．この

ことにより，新しい情報がより強い影響を持つため，最新のト

レンドをとらえやすくなっている．一部のユーザにとってとて

も影響があるトレンドの検知を行った際，ユーザにはトレンド

が理解しにくくなるという問題点があり，狭い範囲におけるト

レンドの検知という点で不十分であると考えられる．

これらの関連研究において，トレンドとなる情報を抽出する

ことに成功している研究もあるが，本研究と最も大きく異なる

点は，単にトレンドを抽出するだけでなく，推薦するユーザの

興味や関心に関連が強いトレンドの特定をしようとしている点

にある．このことにより，特定のユーザやグループに対して有

効なトレンドを特定し，最終的に情報推薦へ活用出来る．

2. 2. 2 特定グループにおけるトピック抽出に関する研究

特定グループに限定したトピックの抽出を行っている研究と

して，[6] [7] [8]などが挙げられる．中島ら [6]は，熟知度を表す

ような語をマニア候補語とし，マニア候補語を含む記事は熟知

度が高いとし，マニア指向ランキング方式を提案している．関

口ら [7] らは，同じ興味を持つ人々の共通の話題を表す“話題

語”を定義し，話題語を抽出することで，特定の興味を持つコ

ミュニティの発見を行う手法を提案している．高木ら [8]らは，

ブログの書き手のトラックバックなどのつながりの中で，長期

間に渡って頻出するコミュニティを発見することにより，特定

の興味・趣味を持つコミュニティの発見を行っている．

3. トレンドの検知について

第 1節でも述べた通り，トレンドの検知は，[1]にて提案した

手法をベースとして用いる．以下，その内容を簡潔に述べる

3. 1 トレンドの定義

本研究において，トレンドという言葉は，世の中や一般の人々

が，特定の分野や話題に対して，主流となるキーワードと定義

する．トレンドには，時間的な制限が存在する．つまり，過去

に主流ではなかったが，特定の時区間において主流となるよう

なキーワードを指す．言い換えると,トレンドという言葉は，カ

テゴライズ可能なグループ内における，時区間を限定された主

流キーワードと位置づけられる．本研究では，就職情報を扱う

ため，トレンドは，特定の集団から支持されているキーワード

や特定企業名で表現される．例えば，飲料業界志望者が特に多

くブックマークしている企業があれば，その企業名は飲料業界

志望者の中では，注目されている企業として，飲料業界志望者

というグループ内でのトレンドを表現していることになる．

3. 2 トレンド語の抽出

トレンドの抽出を行う対象は，ニュース記事・クエリログ・

CGMである．トレンド語の抽出は，ニュース記事・クエリロ

グ・CGM中に含まれるキーワードの出現数の変化率を基にし

て行う．この手法は，[1]にて提案したトレンド検知の手法を用

いる．図 2は，トレンド検知を表す図である．現段階では，突

発的に出現するトレンドの抽出を主に想定しているが，なだら

かな出現率の増加傾向からトレンド語を抽出することも検討中

である．
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図 2 トレンド語検知の例

3. 3 業種別関連語辞書作成

業種別関連語とは，特定の業種の話題と共起しやすい語のこ

とを指す．ニュース記事と業種との関連性を表現するためにこ

の業種別関連語を用いる．業種別関連語辞書の作成には，就職

情報サイト内の企業情報ページとニュース記事を用いる．企業

情報ページとは，就職情報サイト内に掲載されている各企業の

社員が就職活動生へ向けて，自分の企業の特徴や業績など記し

たページのことである．就職情報サイトには，約 100種類の業

種が存在するため，それぞれの業種に対して，関連語辞書を作

成する．また，ニュース記事に関しては，現在のニュース記事

だけではなく，ある程度の期間 (数か月分から 1 年分) の記事

を用意し，時区間に依存せずに特定業種の話題と共起しやすい

語を抽出する．詳細に関しては，省かせていただく．

3. 4 トレンド語と業種との関連性判定

トレンド語と業種との関連性の判定を行うことで，トレンド

語がどの業種に対して影響があるものなのかを判定する．さら

に，トレンド語と業種の関連性から，トレンド語を含む記事が

どの業種と関連が強いのかが判断出来る．まず，トレンド語を

含む CGMの記事に対して，形態素解析を行い，名詞のみを取

り出す．その中に，どれほどの業種別の関連語が含まれている

かによって，トレンド語と業種との関連性を判定する．トレン

ド語を含む CGMの記事全ての中に，どれだけの業種別関連語

が含まれるか，また何度含まれているかにより，関連性は大き

く異なる．判定の結果，トレンド語に対して関連が強い業種上

位 5種をリスト内に格納しておく．以下，詳細に関しては省か

せていただく．

4. トレンドと関連の深い推薦対象グループの粒
度推定

4節では，対象グループの粒度推定を行う．対象グループの



粒度というのは，利用者にとって適切な推薦の範囲を表すもの

である．例えば，就職活動において，同じ自動車業界を志望し

ていたとしても，その中には，自動車の設計や開発を行いたい

者，営業を行いたい者，特定の大手自動車メーカーであれば，

どこでも構わない者など，利用者の求めている情報はそれぞれ

の興味の範囲や観点によって様々に変化する．本研究では，こ

れらのグループ粒度を 2つの嗜好を用いて決定する．その嗜好

とは，明示的嗜好と暗黙的嗜好である．これらの嗜好は，利用

者にニュース記事を提示し，記事を閲覧，気になるキーワード

を選択してもらうことで，抽出され，推薦をする際のグループ

の粒度推定を行う．

4. 1 閲覧ニュース記事に対するキーワード選択

第 1 節で述べた通り，本研究では被験者を就職情報サイト

の利用者を想定している．そこで，ユーザの登録情報の中か

ら，志望業種名を抜き出し，システムは志望業種に関連の強い

ニュース記事を出力する．本節では，ニュース記事出力後に，

ユーザの興味の範囲と観点を抽出するために行う操作について

説明する．

複数のニュース記事が出力された後，ユーザは，興味のある

記事を閲覧することが可能である．この際，閲覧したニュース

記事に対してユーザが興味を持ったキーワードを選択してもら

う．(以下，このキーワードのことをタグと書き記す) これは，

ユーザが，そのニュースをどの観点から見ているのかを知るた

めである．本研究では，このような観点を暗黙的嗜好と定義

する．例えば，新型自動車が発売されるというニュース記事で

あっても，閲覧する人によって，自動車の開発に関連する話題

と捉えるか，自動車会社の戦略の 1つと捉えるか，ただ単に自

動車業界全体の話題と捉えるのかは異なってくる．そのような

観点の違いから，利用者の属する対象グループがどの粒度のも

のなのかを推定する．

記事が提示されるごとにタグを考えるのでは，ユーザにとっ

て負担が大きいと予想されるため，本研究では，あらかじめタ

グの候補となるキーワードを，ニュース記事中から抽出してお

くを検討している．このタグの候補は，記事内の tf-idf値を求

めることで抽出される．ユーザが選択した候補タグは，それぞ

れユーザ個別に保管されるタグ集合内へ保管される．さらに，

保管されたタグ集合の内容を考慮して，関連する記事を再び出

力する．

このニュース記事の出力とタグ選択を繰り返すことにより，

閲覧記事からはユーザの興味の範囲を限定出来，タグの集合か

らはユーザの観点を抽出することが可能となる．そのため，本

システムは利用すればするほど，ユーザの興味の範囲と観点が

限定され，より満足度が高い推薦出来ると考えている．

4. 2 利用者の興味の表現方法とタグの分類

最終的な推薦を行う際には，選択したタグを用いて，ユーザ

の興味を表現することが必要となる．この際，タグを業種に関

連するもの，職種に関連するものなどのように，様々な側面か

らの分類を行う必要がある．例えば，自動車業界の中でも，特

にエンジンに興味があるといった表現方法や，業界を問わずに，

営業に携わりたいといった表現方法が考えられる．

4. 3 タグ分析に基づく類似ユーザの発見例

本研究で想定している類似ユーザの発見例は大きく分けて 2

つある．1つ目は，同じ興味を持っていて，かつ同じ観点を持

つ類似ユーザの発見．2つ目は，違う興味を持っているが，同

じ観点を持つ類似ユーザの発見である．

1つ目に関しては，今まで同じ粒度とされてきたグループを，

観点を考慮することでより詳細化し，被推薦者にとって満足度

が高くなる推薦を行うことが可能になる．

自動車業界志望グループ
ユーザAエンジン エンジン，開発

タイヤ
エンジン

開発
営業

自動車業界でエンジン，開発の観点を持つグループ
図 3 同業種における同じ観点を持つ類似ユーザの発見例

図 3では，従来では同じ自動車業界志望グループという分類

をされていた場合，ユーザ Aと観点が異なる営業，タイヤに関

する内容を推薦されても満足度は低かった．しかし，エンジン，

開発という観点を考慮することで，新たにグループの粒度を推

定し，ユーザ Aの観点に合った情報だけを推薦することが可能

となる．

薬品業界志望グループ
ユーザA開発

開発開発開発開発，，，，バイオバイオバイオバイオ

営業

バイオ

営業

開発・バイオの観点を持つグループ

食品業界志望グループ

図 4 異業種における同じ観点を持つ類似ユーザ発見例

2つ目に関しては，利用者が気づいていないような意外な企

業の発見も目的としている．これは，興味は異なるが観点が同

じである類似ユーザの発見によって行われる．

例えば，図 4には，食品業界志望者と薬品業界志望者という

二つのグループが存在する．ユーザ Aは，食品業界志望者で，

開発・バイオという言葉に着目しているとする．すると，同じ

興味を持つグループ内で，同じ観点を持つグループの粒度を新

たに推定すると，バイオという観点を持つユーザが同じ興味を

持つグループ内には存在しないため，バイオに関係する推薦を

受けることは出来ない．しかし，違うグループである，薬品業

界志望者を含めて，ユーザ Aの観点に合わせたグループ粒度推

定を行うことで，異業種志望だが観点が同じ類似ユーザを発見

することが出来る．このような，類似ユーザの発見方法は，利

用者の視野に入っていない企業でも，利用者の観点に合った企



閲覧・タグ付けニュース
[ソーシャルメディア]を扱うIT企業

①
②

④

タグ閲覧記事
[検索検索検索検索エンジンエンジンエンジンエンジン]検索検索検索検索エンジンエンジンエンジンエンジン最前線最前線最前線最前線 [リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム]Google Buzz [ソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディア]mixiアプリアプリアプリアプリのののの展望展望展望展望 [リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム]Twitterのののの普及普及普及普及 タグ閲覧記事
[検索検索検索検索エンジンエンジンエンジンエンジン]検索検索検索検索エンジンエンジンエンジンエンジン最前線最前線最前線最前線 [リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム]Google Buzz [ソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディア]mixiアプリアプリアプリアプリのののの展望展望展望展望 [リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム]Twitterのののの普及普及普及普及ユーザの情報

IT業界観点：[リアルタイム][ソーシャルメディア]
グループ粒度推定

推薦システム
ニュース記事集合

[リアルタイム]にこだわる広告企業

IT業界を志望するユーザA

③

図 5 企業情報推薦例

業を発見する際に，有効であると考えられる．

以上のように，興味範囲内でのグループ粒度推定は，詳細化

した情報の推薦を行うことが出来，興味を限定しないグループ

粒度推定は，意外性のある情報の推薦を行うことが可能になる．

4. 4 想定する企業情報推薦例

4.4節では，本研究で想定する企業情報の推薦例について述

べる．IT業界を志望するユーザ Aに対して，ニュース記事を

出力し，タグを選択してもらう．タグの内容は，[ソーシャルメ

ディア][検索エンジン][リアルタイム]である．そこで，システ

ムがユーザ Aに対して企業情報を推薦する際は，同じ志望業種

でかつ同じ観点を持つグループの粒度を推定する．具体的には，

IT業界でソーシャルメディアを扱うグループである．そして，

推薦される企業情報は IT業界でかつソーシャルメディアを扱

う企業である．さらに，違う志望業種で同じ観点を持つグルー

プの粒度を推定する場合は，広告業界でかつリアルタイムにこ

だわるグループという粒度を推定する．そうすると，推薦され

る企業情報は，広告業界でかつリアルタイムという言葉にこだ

わる企業である．このように，同業種内における観点の詳細化

による推薦の満足度向上と，異業種であるが観点が同一である

類似ユーザを発見するという視野を広げる推薦による満足度の

向上という 2つのパターンの企業情報推薦を本研究では想定し

ている．

5. 評 価 実 験

5節では，本研究の提案手法の有効性を確かめるための評価

実験を行う．この提案手法とは，ユーザに対してニュース記事

を提示し，その記事に対する閲覧行動からユーザの嗜好を抽出

し，嗜好が類似するユーザのブックマーク情報を対象ユーザに

推薦するというものである．

5. 1 実 験 手 順

以下，実験手順を記す．まず，被験者に対して，20件のニュー

ス記事を提示し，気になるものを閲覧してもらう．そして，気

に入ったニュース記事をブックマークしてもらう．閲覧した記

事に関して，気になるキーワードを選択してもらい，記入する．

これらの閲覧行動を基に，類似ユーザを判定する．今回の評

価実験では，本研究で提案する手法を用いて類似ユーザを見つ

ける以外に，志望業種だけが一致するユーザ，閲覧記事が類似

するユーザ，いずれの項目も一致するユーザの 3種類のユーザ

がブックマークしたニュース記事および企業ページを用いて有

効性を評価する．これらの 4種類の類似ユーザのブックマーク

情報のうち，どのブックマーク情報を推薦することが満足度を

より向上させるのかを調査する．

今回の評価実験を行う際に，我々はペルソナ手法 [11]を活用

する．そのため被験者 6名は，仮想的な就職活動を行っている

学生 72名になりきってもらった．この 72名は，それぞれ家電

メーカー，自動車業界，IT業界，アパレル業界を志望する学生

で，異なる興味を持っており，3つのタイプに分類される．図

6は，そのタイプを示したものである．例えば，自動車業界志

望者であれば，企画・マーケティングに興味がある学生，開発

に興味がある学生，業界全般に興味がある学生の 3種類になり

きってもらう．さらに，4つの業種において同様に仮想的に就

職活動中の学生になりきってもらう．

全般開発企画・マーケティング自動車 全般スポーツブランド企画・マーケティングアパレル
SE開発企画・マーケティングIT 全般開発企画・マーケティング家電メーカー Type CType B Type A
全般開発企画・マーケティング自動車 全般スポーツブランド企画・マーケティングアパレル
SE開発企画・マーケティングIT 全般開発企画・マーケティング家電メーカー Type CType B Type A

図 6 ペルソナ一覧



5. 2 実 験 結 果

実験結果は図 7のようになった．4種類の類似ユーザは，そ

れぞれ志望業種が一致しているものとする．左から順に，志望

業種だけが一致するユーザ，志望業種に加えて閲覧記事が類似

するユーザ，志望業種に加えて付与したタグが類似するユーザ，

つまりは興味が類似するユーザ，全ての項目が類似するユーザ

の 4種類である．

38%志望業種 51%閲覧記事 53%興味 37%閲覧記事・興味有効性類似基準 38%志望業種 51%閲覧記事 53%興味 37%閲覧記事・興味有効性類似基準
図 7 実 験 結 果

5. 3 考 察

今回，提案手法を用いて類似ユーザを発見し，ニュース記事

および企業情報を推薦することで，志望業種のみが一致する場

合と比べて有効性は向上した．ただし，全ての項目が類似する

ユーザの有効性が低下した．この原因として考えられることは，

今回実験環境として，被験者の数が少なかったため，類似基準

を細かく設定することにより，対象となるユーザの数が極端に

減ってしまったことが考えられる．そのため，今後，実験の規

模を拡大し，大規模な人数の被験者のデータを用いて，実験を

行う必要があると考えられる．

6. お わ り に

本論文では，CGMを分析することで得られる世の中の流行

や潮流をトレンド情報と捉え，ユーザの判断に対してどれだけ

の影響を与えるのかという影響力を考慮するとともに，ユーザ

にとってふさわしい対象グループ粒度を推定することを用いた

情報推薦システムの提案を行った．今後，システムを実装し，

評価実験を行う予定である．具体的には，ユーザのニュース記

事閲覧行動やタグ選択によってユーザの興味・観点の抽出がど

の程度行えるのかという有効性の判定を行うことや，タグの内

容を考慮したグループ粒度推定が被推薦者にとってどれほど妥

当性があるものなのかという判定を行う予定である．

さらには，就職情報の推薦においてトレンド情報と業種の情

報のマッチングを行うだけでなく，個々の企業情報とのマッチ

ングを可能にするための手法を検討したい．さらに，就職情報

だけでなく，結婚式場などのブライダル情報や，音楽情報，書

籍情報など適用する分野を拡大し，システムの有効性を検証を

行う予定である．
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